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論 文 内 容 の 要 旨
林木を加害し, その生育を阻害する昆虫はきわめて多い｡ ~本論文はそれらの昆虫のうち, 林木の同化器
官である葉を直接食害する食葉性昆虫の林木の生弓削と与える影響を明らかにしようとし, 東の異常な減少
にともなう林木の生長量の減退を, 主としてアカマツとでノカレ- を材料として調査先明したものであっ
て, その成果を 4 葦にとりまとめている｡
第 1茸ではまずマツ類の針葉がマツカレ- に食害された場合を想定 し, アカマツ, クロマツの葉を時期
別に摘菓し, 切断された葉の回復状態を調査測定 している｡
その結果マツ類の針葉では菓鞘部分が残っていると, 仲良期間中に切断された場合は少量であるが再伸





れ 摘葉時期が遅いほど影響は大で, 8 月以降に全案を切断したものは翌春までにほとんどの個体が枯死
する｡ また枯死 しなかったものでも 3 カ年以上その影響が残 り, 2 年目秋には直径で無摘葉木の40- 60%
の生長にとどまる｡ 摘葉率が40% 以下では比較的影響が少なく, 2 年冒秋には85- 90% の生長を示す｡ こ
の場合摘葉の影響は肥大生長には直ちにあらわれるが, 伸長生長には翌年になってからあらわれる｡ 落莫
広葉樹のムクノキ, エノキでは葉の再生能力が大で, 全部摘菓 しても枯死することはなく, 生育最盛期の
6 - 7 月の摘葉が最も強い影響を示すことがわかった｡ 著者はさらに摘葉による菓量減少と生長量減少と
の関係を菓積 (積算菓量) から求めた純同化量の減少と非同化部分の呼吸量との差を推算することにより
証明している｡
第 2章では食葉性昆虫の摂食量を明らかにし, またその林内棲息数を推定する基準にするため, 幼虫の
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摂食量と脱糞量との相関をマツカレ- , マイマイガ, クスサンの個体飼育により求めている｡
その結果一頭当りの摂食量は, いずれの場合も雌雄により異なり, マツカレ- の雄は平均 50m , 雌は
78m のアカマツ針葉を, クスサンの雄は 2600cm 2, 雌は 3200cm 2 のクリの葉を, マイマイガの雄は 870
cm 2, 雌は 1500cm 2 のクヌギの葉を食することを明らかにしている｡
また脱糞量と摂食量との関係はいずれの場合にも y - axb (y- - ･摂食量, 針葉長 cm または菓面積
cm 2,Ⅹ- - 脱糞量 m g, a,b は定数) の式であらわしうることを知り, 前記 3種につきそれぞれの定数を
決定 している｡
第 3 章では前 2 茸で得た結果をたしかめるため食菓性昆虫により加害された林木の生長経過を人為的に
雷畑試験で再現 し, さらに野外の実例について調査している｡
苗畑試験ではマツカレ- の食害経過をアカマツ苗で再現 し解析しているが, 5月から3 カ月にわたり,
実際の摂食量を基準とし摘菓度を変えて順次摘菓した結果は, 前記摘葉試験の7 月処理とほぼ一致し, 順
次摘葉した場合も一度に摘菓した場合も, 最終時の摘葉強度が同一であれば大差はないが, 葉の減少度合




第 4 章では前 3章の結果を総括 し, 常緑針葉樹の食葉性害虫による生長阻害は落葉広針葉樹のそれより
著 しく大であるから, マツ林などが加害された場合は, 林内の脱糞呈および林冠の葉量減少変を測定し,
発生害虫数を推定 した上で, 被害菓量が全菓量の60% を越えると推定される場合は生長減退が著しく大と
なる恐れがあるから, 適切な防除手段をとる必要があり, 被害が80% を越えると考えられれば, すみやか
に防除 しなければならぬと結論している｡









本論文はマツ属の針葉を食害するマツカレ- の幼虫を主とし, 広葉樹を食害するマイマイガ, クスサン
の幼虫をその比較のために用いて, 食害強度が林木の生長におよぼす影響を定量的に求めようと試み, さ
らに現実の森林における食菓性害虫の加害程度を推定するために, これら昆虫の摂食量と脱糞量との相関








森林の食菓性害虫には多数の種があり, なお多くの研究課題を残 しているが, この方面の研究に新しい
道を開き, 特にマツ属の主要食葉性害虫であるマツカレ- のマツ林の生育におよぼす影響につき多くの新
知見を得たことは, 森林保護学上はもちろん, 実際林業に貢献するところがすこぶる多い｡
よって本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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